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【背景・目的】 

葉酸サプリメント（プテロイルモノグルタミン酸：FA）は神経管閉鎖障害の予防に重要

とされ、多くの妊婦が摂取している。One Carbon Metabolism (OCM）は、葉酸・メチオニ

ン・コリン・硫酸基転移代謝系より構成され、エピゲノム修飾に重要なメチル基を供与す

る代謝系である。しかし FA 摂取によるこれら代謝系への影響は不明であり、妊婦の FA 摂

取による OCM 代謝動態への影響を解析し、その意義を明らかにすることを目的とする。 

【対象・方法】 

母児 147 組を対象とし、妊娠前期・後期・分娩時の母体血と臍帯血で、OCM 関連物質 17

種〔FA、5-メチルテトラヒドロキシ葉酸（5-MTHF）、ホモシステイン、メチオニン、S-アデ

ノシルメチオニン (SAM) 、S-アデノシルホモシステイン (SAH) 、コリン、ベタイン、ジ

メチルグリシン (DMG),タウリン、セリン、システイン、グリシン、リボフラビン、ピリド

キシン、シスタチオニン、ピリドキサミン〕を、安定同位元素標準品を用いて、LC-MS/MS

で測定した。FA 摂取状況は質問票、食事性葉酸摂取量は BDHQ より得た。 

【結果】 

分析結果を FA摂取の有無で比較検討した。妊娠初期・後期・分娩時母体血及び臍帯血で、

FA 摂取群は非摂取群と比較して、5MTHF は高値であり、ホモシステイン及び硫酸基転移代

謝動態の指標ホモシステイン/シスタチオニン比は低値を示した。後期・分娩時の母体血で

は、コリン代謝系の中間代謝物である DMGと、葉酸代謝系の動態指標セリン/グリシン比は

低値を示した。一方で SAM, SAHおよび FA濃度は両群に差はなかった。 

【結論】 

FAサプリメント摂取により、血中 FA、SAM、SAH濃度は変化しないが、葉酸代謝系、コリ

ン代謝系、硫酸基転移代謝系に大きく影響して OCM 代謝動態に変化が生じる事が示唆され

る。 

 

  


